
令和２年度第１回久留米市在宅医療・介護連携推進協議会 

書面会議報告書 

 

書面会議開催日：令和２年１０月９日から１０月２６日 

 

［議事］ 

（１） 入退院調整ルール運用に係る取組状況について 

 ＜意見＞ 

・ 順調に浸透していると考える。 

・ 保険証セットにケアマネジャーの名刺を入れる、退院時情報提供書は所定の様式

を使用するよう薦めること、を勧奨していくことが重要と考える。 

・ 令和元年度のアンケートは、今後の前向きな意見も集約されて、分かりやすく理

解できた。その結果からは、ケアマネジャーと病院の実情がよく表れたものだと感

じ、元年度の取組の効果も大きかったことが見てとれる。 

・ 現状の取組で問題ないと考える。今後は病院だけでなく施設系サービス事業所等

との連携も深めていく必要があると考える。 

・ 連携状況調査の実施し、その取組が可視化されおり、当方での取組の参考となる。 

・ 令和２年度の取組方針については、コロナ禍で思ったようには結果が伴わないか

もしれないが、この方針で進めてよいと思う。 

・ 令和２年度実施予定のサービス利用者の聞取りは、入退院調整ルールにおけるサ

ービス向上には重要な要素だと思う。 

 

＜質問＞ 

 なし 

 

（２） 人生の最終段階における医療・ケアの普及・啓発のあり方について 

＜意見＞ 

・ 令和２年度の取組に賛成する。 

・ 部会においてＡＣＰの啓発と実践を行う環境整備が進んでいると思われる。 

・ 令和２年度は、コロナ禍により啓発活動が十分に取組めず残念であったと思う。 

・ ＡＣＰ「私の生き方ノート」を実際に記入してみて、様式があることで病気や自

分の治療や大切にしたいことを見直すことができる。いろいろな事例が蓄積できる

と、冊子の活用機会が増えると考える。有効活用できるように、冊子が必要な場所

へ必要な部数、配布できるよう取組んでいただきたい。 

・ 急変時の対応について、利用者や家族から相談を受けるケアマネジャーもいるこ

とから、関係者への更なる啓発・説明ができるよう取組んでほしい。 

 

＜質問＞ 

従来の方法で啓発を行う方法についてはどうすればよいと考えるか。Web の活用は

有効か。また、高齢者への啓発はどうすればよいと考えるか。 

 （回答） 

  Web を活用した啓発は、３密を回避する方法として有効な手法であると考えます。一方

で、機材の手配ができない、あるいは、機材の操作に慣れない等の理由で、Web を活用で

きない場合は、検温や消毒等の実施、マスクの装着、身体的な距離を確保する等の感染対



策を徹底したうえで、従来どおりの手法で実施することも検討してまいります。高齢者へ

の啓発についても同様に、上述の対応を踏まえ、取組んでまいります。 

 

 資料３の［部会としての今後の動き］の箇所で、評価指標にある「再入院率」は看

取りに至った入院を示すものか。人生の最終段階での再入院率は、その後の退院例も

含むのか。 

 （回答） 

  再入院率は、在宅での看取りを希望され退院された方が救急搬送され、再入院になった

割合を、評価指標例として示したものです。 

ご指摘の指標については、今後、部会において、抽出可能な指標であるのか、また、評

価指標として妥当なのか等精査していきたいと考えます。 

 

＜情報提供＞ 

令和２年度第１回福岡県救急業務メディカルコントロール（ＭＣ）協議会において、

「平成３０年度救急業務のあり方に関する検討会（傷病者の意思に沿った救急現場に

おける心肺蘇生の実施に関する検討部会）」報告書について情報共有がなされている。

心肺蘇生を望まない傷病者に対する対応は、近年問題視されていることに鑑みて、今

後、福岡県県ＭＣ協議会としても本事案について協議を行っていく予定であることと

している。 

 

（３） 在宅医療・介護連携センターの取組状況について 

 ＜意見＞ 

・ 事業総括のとおり、参加者も多く、取組が浸透しているように感じる。 

・ 当方としても、多職種連携や、在宅医療・介護従事者研修会等を通じて、在宅 

医療・介護連携センターと協働しながら取組んでいきたい。 

 

＜質問＞ 

With コロナの状況での今後の市民公開講座や出前講座の取組方法について、どの

ように考えるか。 

 （回答） 

  新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、Web を活用した講座あるいは、徹底した感染対

策のもと従来どおりの集合形式での講座を検討してまいります。 

 

（４） その他 

パワーポイントや動画資料などのメールによる提供、ネット会議による開催など、

書面によらない会議形式を検討してはどうか。 

ご意見を踏まえまして検討してまいります。 

 

［その他］ 

＜意見＞ 

 皆様におかれては、コロナ禍で従来のやり方ではない在宅医療・介護連携に取組

まれ、大変なご苦労もあるかと思われます。一日も早い新型コロナウイルス感染の

終息と、皆様のご健康をお祈り申し上げます。 

 


